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　美しいひのき林、清らかな流れ、涼やかな風。
森
も り

林の中で森林浴したり、川で遊んだり、さ
わやかな一日を過ごしに避暑地、赤沢自然休
養林へ遊びに来ませんか。　　 上松町商工会

ひのきと清流の夏涼み

商工連ながの

木曽上松町赤沢自然休養林
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商
工
連
は
5
月
29
日
、
松
本
市
の
ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ

ビ
ス
タ
に
お
い
て
平
成
29
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、

平
成
28
年
度
事
業
報
告
・
決
算
等
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
青
年
部
の
役
員
改
選
期
に
あ
た

り
、
こ
れ
を
受
け
て
商
工
連
役
員
の
補
欠
選
任
が
あ

り
、
県
青
連
会
長
と
な
っ
た
土
屋
勇
磨
氏
が
新
た
に

理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
の
冒
頭
、
商
工
連
柏
木
会
長
よ
り
、『
商

工
会
地
域
の
中
小
・
小
規
模
企
業
に
お
い
て
は
、
一

部
業
種
に
景
気
の
持
ち
直
し
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

懸
念
材
料
は
多
く
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
特
に
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は
、

人
口
減
少
・
高
齢
化
等
に
よ
る
地
域
経
済
の
低
迷
に

直
面
し
て
お
り
、
経
営
者
自
身
の
高
齢
化
と
、
事
業

後
継
者
の
不
在
等
に
よ
る
事
業
者
数
の
減
少
な
ど
、

厳
し
い
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
商
工
会
・
商
工
連
は
地
域
の
商

工
業
者
を
全
力
で
支
援
す
る
た
め
「
商
工
会
中
期
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
着
実
に
実
行
し
て
参
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
の
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
支
援
体
制
は
3
年
目
を
迎
え
、
支
援
活
動
の
充
実

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
の
上
席
専

門
経
営
支
援
員
を
4
名
増
員
し
て
12
名
と
な
り
、
専

門
的
支
援
体
制
も
整
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
商
工
会
が

取
り
組
む
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
「
基
本
4
項
目
」
の
実

施
支
援
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

改
正
小
規
模
事
業
者
支
援
法
に
よ
り
打
ち
出
さ
れ

た
「
経
営
発
達
支
援
事
業
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
商
工
会
が
策
定
す
る
経
営
発
達
支
援
計
画
に

関
す
る
認
定
申
請
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
同
様
に
国

の
事
業
で
あ
る
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
申

請
支
援
を
、
前
年
度
に
引
き
続
き
実
施
し
、
さ
ら
に

消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
事
業
も
積
極
的
に
展
開

し
ま
し
た
。

　

商
工
会
員
の
増
強
と
組
織
力
向
上
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
会
員
加
入
増
強
検
討
委
員
会
に
お
い
て
商

工
会
員
の
加
入
増
強
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、
組
織

強
化
の
た
め
の
会
員
増
強
へ
の
取
り
組
み
策
を
取
り

ま
と
め
、
活
用
を
図
り
ま
し
た
』
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
商
工
貯
蓄
共
済
、
会
員
福
祉
共
済
、
特

定
退
職
金
共
済
、
記
帳
機
械
化
事
業
に
係
る
優
良
商

工
会
の
表
彰
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
理
事
　
土
屋
勇
磨 

氏
（
県
青
連
会
長
）

挨拶をする柏木商工連会長

新
役
員

商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
成
果
を
確
認

平成29年度  県知事表彰者
　（順不同・敬称略）

下平　陸昭  氏（飯島町商工会長、長野県商工会連合会副会長）
黒田　重行  氏（箕輪町商工会長、長野県商工会連合会理事）
伊藤　民男  氏（南木曽商工会長、長野県商工会連合会理事）
藤澤　一彦  氏（高山村商工会長、長野県商工会連合会理事）
西川　範明  氏（平谷村商工会長、長野県商工会連合会監事）
石田　憲明  氏（小谷村商工会長、長野県商工会連合会監事）

　

生
坂
村
商
工
会
の
坂
爪
会
長
が
、
長
年
の
功
績
を

讃
え
ら
れ
、
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

5
月
31
日
の
全
国
商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
で
本

会
柏
木
会
長
が
監
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

坂爪　基浩　氏 
（生坂村商工会長、商工連理事）

平
成
29
年
度 

春
の
叙
勲

　

超
党
派
の
長
野
県
議
会
議
員
に
よ
る
商
工

会
支
援
組
織
「
商
工
会
議
員
懇
談
会
」（
服

部
宏
昭
会
長
代
行
）
は
7
月
4
日
、
平
成
29

年
度
総
会
を
開
催
し
、
29
年
度
の
事
業
計
画

や
収
支
予
算
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

服
部
会
長
代
行
か
ら
「
商
工
会
議
員
懇
談

会
と
し
て
も
商
工
会
が
進
め
る
会
員
増
強
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
各
商
工
会

が
、
地
域
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
応
援
し
て
い
く
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
事
業
計
画
で
は
、
中
期

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
推
進
支
援
、
小
規
模
企

業
振
興
条
例
の
制
定
推
進
へ
の
支
援
等
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

会
長
代
行

　

服
部  

宏
昭 

氏
（
長
野･

北
信
）

副
会
長

　

望
月  

雄
内 

氏
（
安
筑
）

　

平
野  

成
基 

氏
（
上
小
）

幹
事
長

　

宮
澤  

敏
文 

氏
（
北
安
曇
）

幹　
　

事

　

垣
内  

基
良 

氏
（
上
伊
那
）

　

村
上  　

淳 

氏
（
木
曽
）

　

丸
山  

栄
一 

氏
（
長
野･

北
信
）

　

今
井  　

敦 

氏
（
諏
訪
）

　

高
橋  

岑
俊 

氏
（
南
信
州
）

　

依
田  

明
善 

氏
（
佐
久
）

商
工
会
地
域
を
元
気
に
長
野
県
議
会
商
工
会
議
員
懇
談
会
総
会

挨拶をする服部会長代行

長野県議会 商工会議員懇談会 所属議員（役員）

本
会
柏
木
会
長
が
全
国
連
監
事
に
選
任

平
成
29
年
度 

長
野
県
商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
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県
青
連
は
５
月
９

日
（
火
）・
10
日
（
水
）

松
本
市
「
松
本
東
急
Ｒ

Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
」
に
お
い

て
、
平
成
29
年
度
通
常

総
会
及
び
商
工
会
青

年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
提

出
さ
れ
た
４
議
案
全

て
原
案
ど
お
り
承
認

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に
土

屋
勇
磨
氏
（
軽
井
沢
町
）
が
選
出
さ
れ
新
体
制

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
員
増
強
運
動
の
実
績
が
優
良
で

あ
っ
た
宮
田
村
商
工
会
青
年
部
と
阿
智
村
商
工

会
青
年
部
へ
重
盛
会
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
開
催
し
た
主
張
発
表
大
会
で
は
、
県

下
４
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
、
軽
井
沢
町
商
工

会
青
年
部
の
新
井
啓
氏
、
飯
島
町
商
工
会
青
年

部
の
矢
澤
真
氏
、
小
谷
村
商
工
会
青
年
部
の
藤

原
成
吾
氏
、
小
布
施
町
商
工
会
青
年
部
の
山
岸

裕
始
氏
の
４
氏
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
審
査

の
結
果
、
軽
井
沢
町
商
工
会
青
年
部
の
新
井
啓

氏
が
、
軽
井
沢
町
の
歴
史
と
関
連
し
た
商
品
の

販
売
を
通
し
て
、
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る

こ
と
を
発
表
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
新
井
啓
氏
は
、

９
月
に
開
催
予
定
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
長

野
県
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
す
。

　

商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
、
一

日
目
に
「
観
光
と
は
、
地
域
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

伝
え
る
総
合
産
業
だ
」
と
題
し
て
長
野
県
観
光

部
長
の
熊
谷
晃
氏
か
ら
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
二
日
目
に
は
「
お
金
を
か
け
ず
に
お
店
を

繁
盛
店
に
変
え
る
～
小
さ
な
会
社
・
お
店
に
特

化
し
た
経
営
手
法
は
こ
れ
だ
！
」
と
題
し
て
、

株
式
会
社
ア
チ
ー
ブ

メ
ン
ト
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
社
代
表
取
締
役

の
富
田
英
太
氏
の
講

演
と
「“
伝
え
る
”

か
ら
“
伝
わ
る
”
へ

～
相
手
の
コ
コ
ロ
を

動
か
す
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
術
～
」

と
題
し
て
、E-Com

 
W

orks 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
の
山
本

衣
奈
子
氏
か
ら
、
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

県
女
性
連
は
５
月
８
日
（
月
）
長
野
市
「
ホ

テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
」
に
お
い
て
、
通
常
総

会
及
び
商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
平
成
28
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画
、
収

支
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
開
催
し
た
主
張
発
表
大
会
で
は
、
県

下
４
地
区
の
代
表
、
立
科
町
商
工
会
女
性
部
の

斎
藤
修
子
氏
、
中
川
村
商
工
会
女
性
部
の
山
崎

美
代
子
氏
、
大
桑
村
商
工
会
女
性
部
の
木
下
景

子
氏
、
長
野
市
商
工
会
女
性
部
の
島
田
昭
子
氏

の
４
名
が
主
張
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
、「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興・

ま
ち
づ
く
り
～
子
供
た
ち
と
共
に
元
気
溢
れ
る

地
域
を
目
指
し
て
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
昨

年
度
実
施
し
た
次

世
代
起
業
家
育
成

塾
で
地
元
の
小
学

生
が
カ
ボ
チ
ャ
の

種
ま
き
か
ら
カ
ボ

チ
ャ
プ
リ
ン
の
製

造
、
販
売
体
験
ま

で
行
っ
た
様
子
に

つ
い
て
発
表
さ
れ

た
中
川
村
商
工
会

女
性
部
の
山
崎
美

代
子
氏
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
会

女
性
部
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
で
は
「
信
州
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
長
野
県

観
光
部
観
光
誘
客
課
の
塩
原
課
長
よ
り
講
演
い

た
だ
き
、「
平
成
29
年
度
県
女
性
連
事
業
の
展

開
に
つ
い
て
」
商
工
連
篠
原
課
長
よ
り
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
株
式
会
社
井
上
の
専

務
執
行
役
員 

松
澤
潔
氏
よ
り
「
商
売
を
す
る

う
え
で
心
が
け
て
い
る
事
」
と
題
し
て
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
形
村
の
郊
外
型
複
合

大
型
商
業
施
設
の
運
営
に
あ
た
っ
て
の
、
こ
れ

ま
で
17
年
間
の
経
験
談
等
の
講
演
を
い
た
だ
き
、

受
講
者
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

最優秀賞を受賞された
新井啓氏

講師の熊谷晃氏

最優秀賞を受賞された山崎美代子氏

左から挨拶する土屋新会長、退任される重盛会長

総会で挨拶をする佐々木会長

 
新
会
長
に
土
屋
勇
磨
氏（
軽
井
沢
町
）!!

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
新
役
員
を
選
出
〜

平
成
29
年
度
長
野
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
通
常
総
会
・
商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催講師の富田英太氏

講師の松澤潔氏

 

最
優
秀
賞
に
山
崎
美
代
子
氏（
中
川
村
）!!

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
主
張
発
表
大
会
〜

平
成
29
年
度
長
野
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
通
常
総
会
・ 

商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催
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弊
社
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
‘Y

okoyam
a-

Guitars

’（
手
工
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
）

の
製
作
販
売
を
主
と
し
た
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
手
工
家
横
山
正
は
大
手
ギ
タ
ー
メ
ー
カ
ー

で
30
年
の
経
験
を
積
ん
だ
後
、
11
年
前
に
自
ら

の
ブ
ラ
ン
ド
工
房
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
す
べ

て
の
製
品
が
手
工
の
た
め
販
売
価
格
帯
が
高
額

で
あ
り
、
設
立
当
初
は
安
定
し
た
受
注
に
は
程

遠
く
厳
し
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
一
貫
し
て
、
現
在
ま
で
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
高
品
質
な
製
品
作
り
を
追
求

し
、
販
売
方
法
や
流
通
経
路
も
他
社
に
は
無
い

ス
タ
イ
ル
を
考
案
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

取
組
み
に
よ
り
、‘Y

okoyam
a-Guitars

’
と
い

う
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
に
向
け
海
外
進
出
も
考
え
て
お

り
ま
し
た
。
販
売
先
は
国
内
の
み
で
海
外
へ
の

販
売
が
皆
無
だ
っ
た
事
も
あ
り
、
特
に
大
き
な

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
な
り
う
る
中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

の
進
出
は
不
可
避
で
し
た
が
、
西
洋
音
楽
文
化

が
ま
だ
充
分
に
普
及
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
？
貨
幣
価
値
の
違
い
で
日
本
製
の
高
額
ギ

タ
ー
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
？

等
々
の
要
素
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
躊
躇
す
る
状
態

で
し
た
。
し
か
し
、
調
査
を
進
め
る
と
現
実
は

予
想
外
で
し
た
。
既
に
複
数
の
日
本
人
ギ
タ
リ

ス
ト
が
注
目
を
集
め
て
お
り
、
多
く
の
若
者
が

そ
の
楽
曲
、
奏
法
を
カ
バ
ー
し
て
演
奏
し
て
い

ま
し
た
。
欧
米
の
ギ
タ
リ
ス
ト
よ
り
同
じ
東
洋

の
日
本
人
の
方
が
よ
り
親
し
み
が
あ
り
憧
れ
の

存
在
と
言
う
傾
向
が
強
か
っ
た
様
で
す
。
ま
た

彼
ら
の
演
奏

レ
ベ
ル
も
驚

く
程
の
進
化

を
遂
げ
て
お

り
、
そ
れ
に

伴
い
日
本
の

手
工
ギ
タ
ー

を
購
入
し
た

い
と
言
う
声

が
大
き
く
な
っ

て
い
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
驚
き

を
感
じ
始
め
た

頃
、
と
あ
る
上

海
の
楽
器
店
か

ら
総
輸
入
代
理

店
契
約
締
結
希

望
の
オ
フ
ァ
ー

が
入
り
ま
し
た
。

設
立
間
も
な
い

小
さ
な
若
い
会

社
で
し
た
が
、

幹
部
ス
タ
ッ
フ

の
演
奏
力
、
販

売
力
、
商
品
知
識
の
ス
キ
ル
を
強
く
感
じ
代
理

店
契
約
を
結
び
ま
し
た
。
メ
ー
カ
ー
と
し
て
こ

の
代
理
店
に
絶
対
失
敗
さ
せ
ら
れ
な
い
と
考
え
、

少
し
で
も
販
売
の
力
に
な
れ
る
様
、
上
海
に
お

い
て
強
力
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
う
計
画

を
立
て
ま
し
た
。Y

okoyam
a-Guitars

を
メ
イ

ン
に
演
奏
活
動
を
し
て
い
る
ギ
タ
リ
ス
ト
、
松

井
祐
貴
氏
の
協
力
を
得
て
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
演
奏
、
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
、
手
工
家
横

山
正
氏
に
よ
る
無
料
調
整
会
（Y

okoyam
a-

Guitars
の
み
対
象
）
で
よ
り
多
く
の
人
に
Ｐ
Ｒ

す
る
企
画
で
す
。
２
０
１
６
年
の
10
月
に
世
界

で
も
指
折
り
の
規
模
を
誇
る
楽
器
展
示
会

（M
U

SIC CH
IN

A
）
会
場
等
で
実
施
す
る
事
ま

で
は
決
め
た
の
で
す
が
、
当
然
の
事
な
が
ら
大

き
な
経
費
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
か
ら

の
交
通
費
や
滞
在
費
用
等
々
、
小
規
模
な
我
々

に
は
大
き
な
負
担
と
な
り
、
計
画
だ
け
で
頓
挫

す
る
可
能
性
も
…
。

　

そ
ん
な
中
、
松
本
市
波
田
商
工
会
か
ら
小
規

模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
情
報
を
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
制
度
の
内
容
で
あ
れ
ば
計
画
を
実
行

出
来
る
と
確
信
し
、
申
請
し
ま
し
た
。
無
事
承

認
を
得
て
こ
の
補
助
金
を
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

M
U

SIC CH
IN

A

、
松
井
氏
の
デ
モ
演
奏
は

大
盛
況
、展
示
ブ
ー
ス
は
決
し
て
大
き
く
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
毎
回
１
０
０
名
を
超
え
る
人
が

集
ま
り
そ
の
卓
越
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
横
山
な

ら
で
は
の
サ
ウ
ン
ド
で
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
他
の
ブ
ー
ス

で
は
複
数
の
中
国
メ
ー
カ
ー
が
‘Y

okoyam
a-

Guitars

’
の
デ
ザ
イ
ン
を
コ
ピ
ー
し
た
モ
デ
ル

を
展
示
し
て
い
た
事
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
海
で
の
イ
ベ
ン
ト
後
、
代
理
店
の
販
売
数

は
月
１
本
～
２
本
だ
っ
た
も
の
が
３
本
～
４
本

に
増
加
し
ま
し
た
。

　

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
利
用
さ
せ

て
頂
き
、
他
社
に
先
駆
け
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
実
行
し
た
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
国
内
外
に
お
け
る
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の

構
築
、
顧
客
か
ら
の
信
頼
確
保
を
目
指
し
て
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

横山氏調整

ワンダートーン代表取締役　
坂本　悟 さん

松井氏演奏

中
国
巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る

自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

-

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
活
用-

株
式
会
社
ワ
ン
ダ
ー
ト
ー
ン　
坂
本 

悟

住所／松本市波田6525-5
TEL／0263-91-1218

松
本
市
波
田
商
工
会

Yokoyama-Guitars
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最小限の投資で始められる 店舗向け「タブレット型ＰＯＳシステム」

ネットde POSレジは、POSレジの機能をタブレット端末に詰め込んだ簡易型POSシステム。
Windowsタブレット（iPad版もあり）を活用して、レジから顧客管理・商品管理・在庫管理・売上分析 
（ABC,RFM,CPM）まで実施できます。レジの場面では、商品情報・在庫情報・顧客情報などが確認 
できるのでお客様をお待たせすることもありません。もちろんそのまま精算が可能。小型軽量で省 
スペースなのはもちろん、イベント会場、店先、訪問販売などの店舗外へも気楽に持ち運べます。

専用 システムでは・・・

●導入コストが高い
●機器の追加費用が高い
●不要な機能が多く操作が煩雑
●操作に慣れが必要
●設置場所や工事が必要

ネット レジなら

●最小限の導入コストでレジを実現
●レシートプリンタ・キャッシュドロア等
市販の機器で安価に構成できる

●タブレットで直観的な操作ができる
●オフライン時も会計可能
●あらゆるスペースに設置ができる

手作業によるレジ業務だと・・・

●伝票の整理に時間がかかる
●売上の集計に手間がかかる
●現在の在庫数が分からない
●売上のデータ分析ができない
●顧客情報が共有できない

ネット レジなら

●タブレットによるその場での会計処理
●日別・月別レシートの印刷
●売上を期間・部門・曜日・日・時間
客層別の要素で瞬時に分析できる

●商品・顧客・在庫情報等、リアルタ
イムに情報共有できる

店舗バックヤード・
商工連での管理・分析

（管理アプリケーション）

レジ業務の様々な悩みはこれで解決

導入しやすいシンプル構成 

データ管理は不要

売上・在庫・顧客など大切な情報は管理サーバに保存さ
れるため、万一ハードが故障してもデータ損失の心配が
ありません。蓄積したデータは本部や店舗のバックヤー
ドなど、どこからでも閲覧・分析ができます。

周辺機器は無線接続で簡単に

管理アプリケーションから追加した情報は、瞬時に
に反映されるので、在庫照会や顧客情報の共有もリアル
タイムに行うことができます。 プリンターやカード
リーダなどの端末は、 などでの無線接続が可
能。必要な機器だけを必要な分導入して運用することが
できます。

管理サーバ

ネット 記帳との連携が図れる

～ 消費税軽減税率対策補助金も活用できます ～

お問い合わせはお近くの商工会へ

データの蓄積・共有

店舗バックヤード・
商工連での管理・分析

（管理アプリケーション）店舗での接客・販売
（レジアプリケーション）

バーコードリーダー

レシートプリンタ

キャッシュドロア

管理サーバ

お問い合わせはお近くの商工会へ
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経
済
発
展
に
伴
い
物
流
が
急
激
に
増
大
し
た

江
戸
時
代
、
全
国
各
地
を
つ
な
ぐ
輸
送
手
段
は

「
馬
」
で
し
た
。
古
墳
時
代
よ
り
当
地
域
は
馬

の
産
地
で
「
信
濃
産
の
駒
」
が
当
地
、
阿
智
村

に
集
ま
り
峠
を
越
え
て
都
へ
送
ら
れ
て
行
き
ま

し
た
。
そ
の
名
残
と
し
て
当
村
に
「
駒
場
（
こ

ま
ん
ば
）」
と
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
が
、
当

店
は
そ
の
昔
懐
か
し
い
旧
街
道
の
風
情
が
残
る

駒
場
地
区
に
あ
る
飲
食
店
で
す
。

　

飲
食
店
な
ど
に
勤
務
し
た
経
験
を
基
に
平
成

28
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
当
店
は
、
高
齢
化

や
過
疎
化
が
進
む
山
間
地
の
村
に
あ
っ
て
地
域

の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
食
事
や
お
茶
を
楽
し
め
る

憩
い
の
場
を
提
供
し
た
い
と
い
う
思
い
で
創
業

し
ま
し
た
。
店
舗
は
自
宅
を
改
修
し
た
も
の
で
、

隠
れ
家
的
な
和
風
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
室

内
と
中
庭
が
一
体
と
な
っ
て
く
つ
ろ
げ
る
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
、「
心
が
ほ
っ
こ
り
す
る
お
休
み

処
」
を
テ
ー
マ
に
店
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

改
修
に
あ
た
っ
て
は
可
能
な
限
り
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
す
る
こ
と
で
高
齢
者
の
お
客
様
に
も
配

慮
し
ま
し
た
。

　

提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー
は
決
し
て
高
価
な
素
材

を
使
っ
た
高
級
料
理
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自

家
菜
園
や
地
元
農
家
さ
ん
で
採
れ
る
旬
の
野
菜

が
手
に
入
る
の
で
、
野
菜
を
多
く
取
り
入
れ
た

ヘ
ル
シ
ー
な
料
理
を
日
替
わ
り
で
提
供
し
て
い

ま
す
。午
後
に
は
喫
茶
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
さ
せ
て
、

添
加
物
の
な
い
手
づ
く
り
の
ス
イ
ー
ツ
や
パ
ン

な
ど
も
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

創
業
に
あ
た
っ
て
は
税
務
や
経
理
、
労
務
な

ど
様
々
な
分
野
に
渡
り
近
く
に
あ
っ
て
気
軽
に

相
談
で
き
る
地
元
商
工
会
の
支
援
を
受
け
て
い

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、

毎
日
の
収
支
を
把
握
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
de
記

帳
の
利
用
な
ど
、
継
続
的
な
支
援
を
い
た
だ
け

る
の
は
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

当
店
の
課
題
と
し
て
は
店
舗
が
自
宅
を
改
装

し
た
も
の
で
あ
り
特
に
目
立
つ
看
板
も
な
い
た

め
お
客
様
か
ら
店
舗
の
位
置
が
わ
か
り
に
く
い

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
商
工

会
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
さ
っ
そ
く
小
規
模
事

業
者
持
続
化

補
助
金
の
活

用
を
勧
め
ら

れ
て
申
請
。

お
か
げ
さ
ま

で
採
択
さ
れ

ま
し
た
の
で

現
在
は
そ
の

事
業
を
進
め

て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

開
店
か
ら

１
年
が
経
ち
、

や
っ
と
お
客

様
の
好
み
や

動
向
が
把
握

で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き

て
、
ク
チ
コ

ミ
に
よ
っ
て

お
客
様
が

徐
々
に
増
え
、

毎
月
の
売
上
も
安
定
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

当
初
は
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
か
ら
喫
茶
を
中
心
と
し

た
営
業
の
予
定
で
し
た
が
、
最
近
で
は
地
元
の

皆
さ
ん
に
よ
る
夜
の
宴
会
の
ご
利
用
も
多
く
な

り
、
多
忙
で
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
当
地
で
の
事
業
を
少
し
で
も
長
く
継

続
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
ヘ
ル
シ
ー
な
料
理

と
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。

中小企業の新たな事業活動

きたせんと　代表  北原とし子さん　阿智村商工会

お客様がほっこりと
安らげるお店で新規創業

お休み処「きたせんと」

好評の手作りパン

自家菜園や地元農家さんの野菜たっぷりヘルシー料理和風の落ち着いた雰囲気の室内
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第
27
回
道
祖
神
と
新
そ
ば
祭
り
と

第
１
回
産
業
フ
ェ
ア
の
開
催

　

山
形
村
商
工
会
で
は
昨
年
27
回
目
と
な
る

「
道
祖
神
と
新
そ
ば
祭
り
」
の
開
催
に
合
わ
せ

て
「
第
１
回
産
業
フ
ェ
ア
」
を
併
催
し
ま
し
た
。

「
道
祖
神
と
新
そ
ば
祭
り
」
は
毎
年
１
、５
０
０

人
以
上
の
来
場
者
が
あ
り
、
１
日
で
１
、

４
７
３
食
の
そ
ば
を
販
売
し
ま
し
た
。
な
か
で

も
平
成
23
年
に
開
発
し
た
「
や
ま
っ
ち
そ
ば
」

の
人
気
も
徐
々
に
高
ま
り
４
３
０
食
を
販
売
し

ま
し
た
。
こ
の
「
や
ま
っ
ち
そ
ば
」
は
山
形
村

の
特
産
で
あ
る
長
芋
を
麺
状
に
妻
切
り
（
細
切

り
）
し
た
も
の
を
冷
た
い
そ
ば
に
絡
め
た
も
の

で
「
つ
る
っ
、
シ
ャ
キ
」
の
食
感
が
同
時
に
味

わ
え
る
も
の
で
す
。
村
内
の
そ
ば
店
10
店
舗
で

提
供
し
て
い
ま
す
。

昨
年
と
今
年
、
２
年

に
わ
た
り
元
気
づ
く

り
支
援
金
活
用
事
業

の
認
定
を
受
け
、
ご
当
地
そ
ば
と
し
て
売
り
出

し
中
で
す
。

　
「
道
祖
神
と
新
そ
ば
祭
り
」
に
多
く
の
来
場

者
が
あ
る
中
で
山
形
村
の
産
業
を
知
っ
て
も
ら

う
機
会
と
し
て
第
１
回
産
業
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

会
場
は
「
道
祖
神
と
新
そ
ば
祭
り
」
に
隣
接

す
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
駐
車
場
に
15
張
り
の
テ
ン

ト
を
設
置
し
、
17
企
業
・
団
体
が
ブ
ー
ス
を
構

え
ま
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
来
場
者
も
多
く
、

開
催
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
好
評
を
得
て
い
ま

す
。

　

本
年
の
２
回
目
の
開
催
に
向
け
て
元
気
づ
く

り
支
援
金
を
活
用
し
、
主
に
会
場
設
営
等
の
備

品
の
購
入
に
活
用
し
設
備
の
充
実
を
図
り
、
持

続
的
開
催
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

会
員
増
加
率
県
下
ト
ッ
プ

　

昨
年
度
は
新
た
に
11
名
の
会
員
加
入
が
あ
り
、

脱
退
２
名
を
除
く
と
９
名
増
加
し
ま
し
た
。
加

入
率
で
は
６
・
３
％
の
増
加
と
な
り
県
下
ト
ッ

プ
で
し
た
。

　

会
員
増
に
繋
が
る
環
境
と
し
て
は
、
山
形
村

は
松
本
市
に
隣
接
し
臨
空
工
業
団
地
な
ど
就
業

環
境
が
豊
富
で
あ
っ
た
り
、
自
然
環
境
に
も
恵

ま
れ
た
住
み
や
す
さ
か
ら
人
口
が
や
や
増
加
傾

向
で
あ
り
、
雇
用
の
確
保
や
村
外
か
ら
の
事
業

所
移
転
、
新
規
開
業
、
ま
た
大
型
商
業
集
積
も

あ
る
こ
と
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
多
い
な

ど
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
の
具
体
的
な
加
入
に
い
た
っ
た
経
緯

や
動
機
と
し
て
は
、
新
規
開
業
へ
の
支
援
や
経

営
改
善
等
の
支
援
に
と
も
な
う
加
入
や
、
村
外

か
ら
の
事
業
所
移
転
。
青
年
部
員
や
役
職
員
に

よ
る
加
入
推
進
に
よ
る
も
の
に
加
え
、
前
述
し

た
産
業
フ
ェ
ア
な
ど
へ
の
参
加
を
目
的
と
し
た

加
入
も
３
名
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
商
工
会
事
業
の
充
実
、
強
化
と
会
員
の

増
加
な
ど
に
よ
る
組
織
の
拡
充
の
両
輪
が
相
互

に
機
能
す
る
こ
と
に
よ
り
商
工
会
へ
の
信
頼
と

期
待
が
増
し
て
ゆ
く
も
の
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

 
商
工
会
は
い
ま
─

Vol.107

中信

麺状に妻切りにした長芋とそばを絡めた「やまっちそば」

第１回産業フェア
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経 　

企
業
経
営
に
お
い
て
「
ヒ
ト
」
を
重
視
し
て
い
る

経
営
者
の
皆
さ
ん
は
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
社
の

製
品
、
サ
ー
ビ
ス
は
い
っ
て
み
れ
ば
社
員
の
知
恵
と

工
夫
の
産
物
で
す
。
し
か
し
、
人
の
重
要
性
を
理
解

し
て
い
て
も
、
何
か
実
践
し
て
い
る
こ
と
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
社
員
が
い
き
い
き
と
働
き
、
そ
の
能
力

が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
。
一
言
で
い
う
と
、「
人
を
大
切

に
す
る
経
営
」
の
実
践
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。

人
を
大
切
に
す
る
経
営
と
は
？

　

 　

皆
さ
ん
は
「
人
を
大
切
に
す
る
経
営
」
と
聞
い

て
何
を
連
想
し
ま
す
か
？
毎
年
昇
給
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
福
利
厚
生
を
手
厚
く
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
社
員
が
い
き
い
き
と
働
け
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
た
だ
お
カ
ネ
を
か
け
れ
ば
よ
い

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
も
重
視
し
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
社
員
の
働
き
甲
斐
を
引
き

出
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
経
済
的
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
だ
け
で
な
く
、
心
理
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

が
重
要
で
す
。
以
下
に
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
す
。

①
社
長
は
明
確
な
経
営
理
念
を
社
員
に
語
ろ
う

　

 　

経
営
理
念
と
は
、「
ど
の
よ
う
な
企
業
に
し
た

い
か
」「
事
業
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
社
会
に
貢

献
す
る
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
経
営
者
の
思
い
を

簡
潔
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
社
員
は
、
経
営
理

念
に
共
感
で
き
て
は
じ
め
て
自
ら
の
仕
事
に
誇
り

を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
働
く
目
的
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
だ
自
信
を
も
っ
て
社
員
に
語
り

か
け
る
こ
と
が
で
き
る
経
営
理
念
が
な
い
よ
う
で

し
た
ら
、
紙
に
書
い
て
み
る
な
ど
し
て
納
得
い
く

ま
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

② 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
職
場
の
ト
ラ

ブ
ル
を
防
ご
う

　

 　

日
ご
ろ
か
ら
意
識
し
て
社
員
に
語
り
か
け
て
い

る
経
営
者
の
皆
さ
ん
は
多
い
で
す
が
、
自
分
が
話

す
ば
か
り
に
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
社
員

の
話
を
き
ち
ん
と
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
信
頼
関

係
が
生
ま
れ
ま
す
。
最
近
で
は
、
職
場
内
の
い
じ

め
や
嫌
が
ら
せ
と
い
っ
た
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
ま

ず
は
社
員
の
話
を
き
ち
ん
と
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

③
社
員
の
長
所
を
見
つ
け
て
活
か
そ
う

　

 　

人
材
育
成
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
社
員
の
欠
点

や
短
所
ば
か
り
に
目
が
い
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。
人
材
育
成
の
コ
ツ
は
、
欠
点
、
短
所
、
問
題

点
ば
か
り
を
指
摘
す
る
の
で
は
な
く
良
い
と
こ
ろ
、

伸
ば
せ
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
だ
し
、
活
か
し
、
伸

ば
す
こ
と
で
す
。
社
員
の
長
所
を
経
営
に
上
手
に

活
か
し
て
い
く
こ
と
で
、
会
社
も
社
員
も
共
に
伸

び
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

以
上
、
3
点
に
な
り
ま
す
が
、
今
日
か
ら
始
め
ら

れ
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
ぜ
ひ
「
人
を
大
切
に
す
る

経
営
」
を
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

人を大切にする経営

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

特定社会保険労務士・
中小企業診断士
寺島　正之　氏

【長野県と県内市町村からのお知らせ】

平成30年度から、原則全ての事業主が個人
住民税の特別徴収義務者に指定されます！
◆ 地方税法において、従業員の個人住民税は、所得税の源泉徴収義務のある事業主が、

個人住民税の特別徴収義務者として毎月従業員に支払う給与から差し引き、従業員
に代わって納税いただくことが原則となっています。（個人住民税の特別徴収）

◆ 長野県と県内全77市町村は、この個人住民税の特別徴収を徹底するため、平成30
年度から、原則として所得税の源泉徴収義務のある全ての事業主を特別徴収義務者
に指定する取組を全県一斉に実施します。

◆ これに伴い、原則全ての事業主の方は、平成30年６月の給与支払い時から、従業
員の個人住民税を給与から差し引いて、市町村に納税いただくことになります。

◆ 現在、特別徴収を行っていない事業主の皆さまは、特別徴収の実施準備をお願いし
ます。

【お問合わせ先】　 県庁市町村課（026-235-7068）又は 最寄りの市町村住民税担当
課までお問い合せください。
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近
年
、
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
る
被
害
等
が

マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

今
回
は
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
に
ど
の
よ
う

に
対
処
す
べ
き
か
に
つ
い
て
概
説
す
る
こ
と
に
致
し

ま
す
。

第
１　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
概
念

　

 　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
広
義
で
は
、
他
者
に
対

し
て
不
愉
快
若
し
く
は
威
嚇
的
な
態
度
を
取
る
こ

と
を
意
味
す
る
英
語
で
す
が
、
厚
労
省
の

２
０
１
２
年
３
月
「
職
場
の
い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ

問
題
に
関
す
る
円
卓
会
議
」に
よ
る
定
義
で
は「
同

じ
職
場
で
働
く
者
に
対
し
て
、
職
務
上
の
地
位
な

ど
優
位
な
立
場
を
利
用
し
、
業
務
の
適
正
な
範
囲

を
超
え
て
、
精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を
与
え
た
り
、

職
場
環
境
を
悪
く
し
た
り
す
る
行
為
」
と
さ
れ
て

お
り
、
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
問
題
行

動
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

 　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
態
様
と
し
て
は
、
和
製
英
語

の
日
常
用
語
と
し
て
、
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

マ
タ
ハ
ラ
、
モ
ラ
ハ
ラ
、
ア
カ
ハ
ラ
、
ス
ク
ー
ル

ハ
ラ
等
が
あ
り
ま
す
。

第
２　

 

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
の
行
為
類
型
と
行
為

の
結
果

　

１ 　

セ
ク
ハ
ラ
行
為
と
し
て
は
、
ス
リ
ー
サ
イ
ズ

を
聞
く
、
卑
猥
な
冗
談
を
交
わ
す
な
ど
性
的
内

容
の
発
言
、
女
に
は
仕
事
を
任
せ
ら
れ
な
い
、

女
は
職
場
の
花
で
あ
れ
ば
い
い
な
ど
性
差
別
意

識
に
基
づ
く
発
言
、
女
性
の
尻
、
腰
、
胸
等
に

触
っ
た
り
、
雑
誌
等
の
卑
猥
な
写
真
等
を
わ
ざ

と
見
せ
た
り
す
る
性
的
行
動
、
性
的
な
関
係
の

強
要
等
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
セ
ク
ハ
ラ
行
為

に
よ
っ
て
当
該
女
性
労
働
者
が
就
業
意
欲
を
失

い
、
業
務
に
専
念
で
き
な
い
状
態
と
な
り
、
職

場
環
境
が
悪
化
す
る
状
態
を
招
い
て
い
る
こ
と

が
要
件
と
な
り
ま
す
。

　

２ 　

パ
ワ
ハ
ラ
行
為
と
し
て
は
、
労
働
者
が
何
ら

か
の
ミ
ス
を
犯
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
当

該
労
働
者
に
つ
い
て
の
上
司
等
の
評
価
が
変
わ

り
、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
暴
行
、
脅
迫
、
侮

辱
、
暴
言
、
名
誉
毀
損
発
言
等
が
行
わ
れ
、
業

務
上
不
可
能
な
こ
と
の
強
制
や
業
務
の
妨
害
、

能
力
や
経
験
と
か
け
離
れ
た
程
度
の
低
い
仕
事

へ
の
転
換
命
令
、
仲
間
外
し
や
無
視
が
行
わ
れ
、

こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
っ
て
、
当
該
労
働
者
が
強

度
の
ス
ト
レ
ス
障
害
、
不
眠
、
う
つ
病
を
発
症

す
る
等
の
影
響
を
受
け
、
職
場
の
環
境
の
悪
化

を
招
い
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

第
３　
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
の
責
任

　

 　

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
が
行
わ
れ
た
場
合
、
当

該
行
為
が
民
法
７
０
９
条
等
の
不
法
行
為
と
さ
れ

る
場
合
は
、
加
害
者
ま
た
は
使
用
者
は
慰
謝
料
等

の
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
し
、
当
該
行
為
が
刑
法
等
の
犯
罪
に
該
当

す
る
場
合
は
、
加
害
者
が
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

第
４　

 

使
用
者
の
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
義
務

と
対
策

　

１ 　

使
用
者
は
、
労
働
者
の
快
適
な
就
労
を
確
保

す
る
た
め
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
職
場
環
境
を
整
え
る
義
務
が
あ
り
、

就
業
規
則
等
の
職
務
規
律
に
よ
り
セ
ク
ハ
ラ
・

パ
ワ
ハ
ラ
を
禁
止
し
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ

が
発
生
し
な
い
よ
う
防
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、
万
一
発
生
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
是

正
措
置
を
講
ず
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

２ 　

使
用
者
は
、
前
項
の
義
務
を
自
覚
し
、
職
務

規
律
に
よ
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
り
、
教
育
研

修
を
実
施
し
、
労
働
者
が
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ

ラ
の
被
害
を
受
け
た
と
き
は
迅
速
且
つ
容
易
に

相
談
が
で
き
る
よ
う
、
相
談
窓
口
や
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
を
設
け
る
な
ど
の
工
夫
を
す
べ
き
で
す
。

　
　

 　

中
小
企
業
の
場
合
は
、
大
が
か
り
な
対
応
は

む
ず
か
し
い
の
で
、
総
務
、
人
事
部
門
に
責
任

者
を
設
け
、
社
長
な
ど
経
営
者
と
協
議
を
し
て

速
や
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

セクハラ・パワハラ対応
について

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

長野県警察本部サイバー犯罪対策室からのお知らせ

インターネットに繋がるモノは「IoT（Internet of Things）機器」と呼ばれ
ています。
世界中でウイルスに感染したIoT機器がサイバー攻撃を行っています。
もしかしたら、会社に設置してある防犯カメラがサイバー攻撃を行って
いるかもしれません…。

中小企業がターゲット!!

防犯カメラがサイバー攻撃!?

サイバー攻撃という言葉をニュースや新聞で聞くこと
が多くなったと思いませんか？
そうです、サイバー攻撃が深刻化しています。

サイバー攻撃者は、セキュリティ対策が十分でない
中小企業をターゲットにしています。

会社のセキュリティを確認してください

確認が、セキュリティ対策の第一歩

防犯カメラなどのIoT機器
サイバー
攻撃者

指令サーバ

①サイバー
攻撃の指令

③サイバー攻撃

ウイルス感染!!

②’サイバー攻撃
の指令受取

②通信

攻撃対象の
サーバ

防犯カメラの設定も確認しましょう
☆ セキュリティの甘い防犯カメラ画像は世界中に配信されてしまう可能性もあります☆

扱う情報の価値
資産価値

企業ブランド
信用信頼

サーバ・パソコンの
セキュリティ

データの保存方法
インターネット環境

長野県警察シンボルマスコット
「ライポくん」

法弁護士法人宮澤法律事務所
弁護士　
宮澤　建治　氏
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お豆腐が私達の思いの結晶です

　

白
ほ
た
る
豆
腐
店
は
、
２
０
１
３
年
3
月

10
日
、
高
原
軽
井
沢
の
ほ
た
る
の
里
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

自
然
が
好
き
で
都
会
か
ら
移
住
し
て
き
て
、

当
初
は
ウ
ェ
ブ
制
作
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
外
光
を
遮
っ
た
室
内
で
体
調
を
崩
し

て
ま
で
働
く
自
分
に
違
和
感
が
消
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
人
に
恵
ま
れ
日
々
の
仕
事
は
楽
し

い
は
ず
な
の
に
、
自
分
へ
の
違
和
感
は
増
す

ば
か
り
。
い
つ
し
か
、
自
分
の
全
て
を
注
ぎ

打
ち
込
め
る
仕
事
を
し
た
い
、
と
心
の
底
か

ら
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
、
後
継
者
を
探
し
て
い
た
師
匠
に
出
逢
い
、

翌
春
に
は
軽
井
沢
で
豆
腐
店
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

最
初
の
頃
は
、
と
に
か
く
必
死
！
無
休
で

ひ
た
す
ら
豆
腐
と
向
き
合
う
日
々
が
続
き
ま

し
た
。

　

こ
の
頃
か
ら
ず
っ
と
心
に
あ
っ
た
の
は
、

食
べ
た
人
が
元
気
に
な
る
お
豆
腐
を
作
り
た

い
、
食
べ
た
ら
体
の
中
か
ら
光
り
輝
く
お
豆

腐
を
作
り
た
い
、
と
い
う
強
い
思
い
で
し
た
。

　

で
も
、
些
細
な
事
で
す
ぐ
に
心
が
動
揺
す

る
私
に
、
目
指
す
豆
腐
が
作
れ
る
は
ず
が
な

い
の
は
、
自
分
が
一
番
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

し
た
。
毎
日
真
剣
に
向
き
合
っ
て
い
る
と
わ

か
っ
て
き
ま
す
が
、
お
豆
腐
は
私
の
心
を
映

す
か
ら
で
す
。
不
安
、
心
配
や
焦
り
の
心
は

ス
ト
レ
ー
ト
に
豆
腐
の
出
来
に
影
響
し
ま
し

た
。
会
社
員
の
頃
は
誤
魔
化
せ
て
い
た
の
に
、

お
豆
腐
に
は
、
表
面
だ
け
の
偽
り
の
明
る
さ

な
ん
て
全
く
通
用
し
ま
せ
ん
。
人
を
明
る
く

す
る
程
力
強
さ
の
あ
る
豆
腐
を
作
る
た
め
に

は
、
目
指
す
豆
腐
を
作
る
た
め
に
は
、
ど
ん

な
状
態
で
も
真
に
明
る
い
心
を
保
ち
、
自
分

の
心
を
も
っ
と
鍛
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
真
剣
に
思
い
ま
し
た
。

　

毎
朝
、
作
業
場
に
入
る
と
、
自
分
を
包
む

雑
念
や
マ
イ
ナ
ス
想
念
を
振
り
払
い
、
お
辞

儀
を
し
て
機
器
や
空
間
に
挨
拶
を
し
、
目
を

閉
じ
て
、
丹
田
か
ら
ま
ば
ゆ
い
光
を
発
す
る

自
分
を
強
く
イ
メ
ー
ジ
し
て
深
呼
吸
し
て
か

ら
、
作
業
を
始
め
ま
す
。
自
分
が
小
さ
な
原

子
に
な
り
、
潰
し
た
大
豆
に
入
り
込
み
一
緒

に
煮
ら
れ
て
い
る
気
持
ち
に
な
っ
て
、
釜
の

中
の
状
態
を
感
じ
取
り
ま
す
。
に
が
り
を
打

つ
と
き
は
、
光
り
輝
い
て
い
る
豆
腐
と
食
べ

た
人
の
笑
顔
を
強
烈
に
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。

　

毎
日
こ
れ
を
繰
り
返
す
う
ち
に
私
自
身
の

心
が
鍛
え
ら
れ
、
変
わ
り
、
同
時
に
豆
腐
も

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
道
に

目
の
前
の
事
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
る
う
ち
に
、
周
囲
の
環
境
も
み
る

み
る
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

開
店
1
年
半
後
に
は
主
人
も
脱
サ
ラ
し
て
、

ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

よ
そ
者
だ
っ
た
私
た
ち
で
す
が
、
地
元
の

方
々
の
あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お

か
げ
で
沢
山
の
畑
を
お
借
り
で
き
、
大
豆
を

栽
培
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ
で
、
化

学
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
ず
、
豆
腐
の
副
産
物

で
あ
る
お
か
ら
を
一
年
か
け
て
肥
料
に
し
て

畑
に
戻
す
循
環
農
法
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

主
人
が
心
込
め
て
育
て
た
大
豆
を
使
う
こ

と
で
、
目
に
は
見
え
な
く
て
も
豆
腐
が
更
に

変
わ
り
ま
し
た
。

　

商
工
会
さ
ん
主
催
の
軽
井
沢
ブ
ラ
ン
ド
に

も
二
年
連
続
で
認
定
し
て
頂
き
ま
し
た
。
伊

勢
神
宮
へ
の
奉
納
品
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

農
産
物
直
売
所
へ
の
テ
ナ
ン
ト
出
店
も
決
ま

り
、
そ
こ
で
は
豆
腐
を
存
分
に
使
っ
た
ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
提
供
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
私
た
ち
を
理
解
し
て
く
れ
る
ス

タ
ッ
フ
さ
ん
が
増
え
、
で
き
る
事
が
倍
増
し
、

感
謝
の
日
々
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
豆
腐
作
り
を
通
し
て
あ
ら
ゆ

る
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
食
べ
た
ら
、
そ
の

方
の
弱
っ
て
い
る
部
分
の
細
胞
に
届
き
、

滞
っ
た
電
子
の
回
転
を
高
速
に
戻
し
治
癒
さ

せ
る
程
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
豆
腐
を
作

り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
薬
の

要
ら
な
い
社
会
に
な
り
、
キ
ラ
キ
ラ
笑
顔
あ

ふ
れ
る
地
球
さ
ん
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り

願
っ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
お
店
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
! ! !

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

注目 Vol.111

この　に人
白ほたる豆腐店
代表　森　友実さん
　　　森　雄大さん

軽井沢町商工会

大豆をすりつぶして豆腐作り開始！
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南
箕
輪
村
は
長
野
県
南
部
、
天
竜
川
の
上

流
に
位
置
し
日
本
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
り
ま
す
。

中
央
高
速
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
東
京
か
ら

３
時
間
、
名
古
屋
か
ら
約
２
時
間
半
で
ア
ク

セ
ス
が
で
き
る
便
利
な
地
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
村
の
西
部
、
中
央
ア
ル
プ
ス
の
北

端
一
体
の
山
岳
地
帯
は
全
国
で
も
珍
し
い「
飛

び
地
」と
な
っ
て
お
り
村
の
総
面
積
の
約
半
分

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

南
箕
輪
村
の
大
き
な
特
色
と
し
て
人
口
の

増
加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
国

勢
調
査
で
は
、
１
万
５
、１
５
０
人
と
、
県
内

で
は
最
も
人
口
の
多
い
村
で
人
口
増
加
率
も

県
内
ト
ッ
プ
を
誇
り
ま
す
。
高
齢
化
率
は
平

成
22
年
の
19
・
７
％
か
ら
平
成
28
年
度
は
22
・

７
％
と
微
増
し
て
い
ま
す
が
県
内
77
市
町
村

の
中
で
は
一
番
若
い
自
治
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
教
育
機
関
と
し
て
保
育
園
か
ら
小
・

中
・
高
校
・
短
大
・
大
学
・
大
学
院
ま
で
あ

る
村
と
し
て
特
に
子
育
て
環
境
に
力
を
入
れ

て
い
る
政
策
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

産
業
面
で
は
農
・
工
・
商
と
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
て
お
り
、
農
業
生
産
額
17
億
円
・
工
業

出
荷
額
５
９
６
億
円
・
商
業
小
売
販
売
額

１
１
９
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
以
前
よ

り
村
に
は
特
産
品
が
な
い
こ
と
と
地
域
資
源

が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
、

今
後
商
工
会
が
産
・
学
・
官
・
金
と
連
携
し

村
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
と
観
光
振
興
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
行
く
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

南
箕
輪
村
の
観
光
資
源
と
し
て
今
回
「
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
紹

介
し
ま
す
。
村
に
は
１
５
０
ha
の
平
地
林
を

有
す
る
大
芝
高
原
が
あ
り
四
季
折
々
に
年
間

60
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
特
に

秋
10
月
に
３
週
間
に
亘
っ
て
開
催
さ
れ
る
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
秋
の

風
物
詩
と
し
て
定
着
し
今
年
で
12
回
目
を
数

え
ま
す
。

　

始
ま
り
は
平
成
の
合
併
ま
で
遡
り
ま
す
。

村
は
明
治
８
年
に
６
村
が
合
併
し
ス
タ
ー
ト

し
て
以
来
合
併
す
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
合
併
す
る
か
否
か
の

住
民
投
票
が
あ
り
結
果
当
村
は
自
立
を
決
め

ま
し
た
。
周
り
の
市
町
村
が
合
併
し
て
行
く

な
か
で「
行
政
に
頼
る
こ
と
な
く
自
分
達
の
力

で
南
箕
輪
を
元
気
に
し
た
い
」と
の
思
い
か
ら

村
民
有
志
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
立
ち
上
が

り
、
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
企
画
の
中
か
ら

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
使
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
は
ノ
ウ
ハ
ウ
も
お
金
も
全
く
な
い
中

で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
手
作
り
で
作
品
を

作
り
上
げ
ま
し
た
。
参
加
希
望
者
に
は
作
成

講
習
会
を
開
催
し
少
し
ず
つ
参
加
者
を
増
や

し
ま
し
た
が
、
個
人
レ
ベ
ル
で
よ
り
多
く
の

参
加
者
を
募
る
に
は
限
界
が
あ
る
と
し
て
当

商
工
会
に
協
力
を
求
め
ら
れ
、
村
内
外
の
企

業
や
よ
り
多
く
の
個
人
か
ら
の
参
加
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
今
で
は
村

内
の
６
つ
の
保
育
園
と
子
育
て
支
援
施
設
、

２
つ
の
小
学
校
の
全
ク
ラ
ス
か
ら
の
出
展
も

あ
り
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
実
行
委
員
は

商
工
会
員
を
は
じ
め
村
内
の
個
人
を
中
心
に

構
成
さ
れ
、
区
長
会
・
村
議
会
・
村
消
防
団

等
の
協
力
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
開
催
期
間
中
に
は
商
業
部
会
有
志
の
企

画
に
よ
る
星
空
コ
ン
サ
ー
ト
、
商
業
部
会
・

商
工
会
員
に
よ
る
屋
台
の
出
店
、
商
工
会
青

年
部
に
よ
る
村
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ま
っ
く

ん
」の
登
場
企
画
。
さ
ら
に
昨
年
は
商
工
会
女

性
部
企
画
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、
村
内
の
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ご

招
待
し
、
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
笑
顔
と
感
動
を
あ
な
た
に
！
癒
し
の
空
間

を
提
供
し
ま
す
」を
テ
ー
マ
に
今
年
も
10
月
７

日
か
ら
28
日
ま
で
の
22
日
間
入
場
無
料
で
開

催
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
秋
の
夜
長
、
南
箕
輪

村
の「
大
芝
高
原
」へ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

只
今
人
口
増
加
中
の

　
　
　
　
　
　
南
箕
輪
村

Vol.21
南箕輪村商工会

村内有志が企画し多くの企業、団体、グループの協力を得て運営する
大イベント。毎年10万人を超える人々を楽しませています。
手づくりの作品が、公園内に４万㎡の大パノラマを展開します。

西に中央アルプス、東に南アルプスが一望できる大芝高原は、中央道伊那IC
から車で５分の立地です。
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リスク 制　　度 特　　徴

経営

商工貯蓄共済制度

貯蓄・融資・生命保障の３つの特色を組み合わせた共済制度です。
毎月の掛金は1口2,000円でその大部分が貯蓄となり、利息と配当金が付きます。（※付
かない場合もあります。）さらに、医療保障特約が付加でき、トータルな保障となり
ます。また、長野県独自で前納報奨金および宿泊費用助成、大口加入者（10口以上）
には人間ドック、生活習慣予防健診の費用助成があります。

全国商工会
会員福祉共済制度

け　が

満6歳～80歳まで（継続加入満85歳まで）、性別、職種に関係なく加入できる制度
です。けがによる死亡、後遺障害、入院、手術、通院（2日免責）を補償します。
また、疾病で30日以上入院した場合は疾病入院見舞金、病気死亡の場合は長野県独
自で弔慰金をお支払します。仕事以外でも国内外24時間補償します。

病　気
満6歳～74歳まで（継続加入満80歳まで）、性別、職種に関係なく告知扱いで、け
がとのセットで加入できる制度です。疾病による日帰り入院、手術、放射線治療、
先進医療を補償します。国内外24時間補償します。

が　ん

満6歳～74歳まで（継続加入満80歳まで）、性別、職種に関係なく告知扱いで加入
できる制度です（90日待機期間あり）。「トータルがんプラン」はがん診断共済金、
放射線治療、先進医療、がん・けが・疾病による入院、手術を補償します。「シンプ
ルがんプラン」は高血圧症や糖尿病等の持病があっても加入でき、がん診断共済金、
がんによる入院、手術を補償します。国内外24時間補償します。

生命保障 商工貯蓄共済の死亡保障部分のみを特化し、2口1,000万円～12口6,000万円まで
（500万円単位）加入できる大型の生命保障です。

特定退職金共済制度 従業員の退職金制度。毎月1口1,000円から30口30,000円の範囲内で加入できます。

小規模企業共済制度

常時使用する従業員が20人以下（商業・サービス業（宿泊業・娯楽業を除く）では
5人以下）の個人事業主・共同経営者および会社の役員等のための国の退職金制度
です。掛金は毎月1,000円から70,000円の範囲内（500円単位）で自由に選ぶこと
ができ、全額所得控除となります。

経営セーフティ共済
（中小企業倒産防止共済制度）

経営セーフティ共済（中小企業倒産防止共済制度）は、取引先事業者の倒産の影響
を受けて、中小企業が連鎖倒産や経営難に陥ることを防止するための共済制度です。
掛金は全額必要経費に算入できます。

中小企業退職金共済制度 国がサポートする中小企業の従業員のための退職金制度です。

賠償
責任

　　　中小企業PL保険制度 割安な保険料で、製造・販売等に関した賠償責任を補償します。

　　　海外PL保険制度 海外展開を目指す会員企業のリスクを軽減します。

　　　海外知財訴訟費用保険制度 海外において知財侵害の係争に巻き込まれた場合、その費用を補償（H28特許庁補
助事業）します。

　　　情報漏えい保険制度 個人・法人情報が漏えいした場合に備えた補償です。

　　　　  ビジネス総合保険制度 製造物、販売品、施設、業務遂行、管理財物など事業活動リスクを総合的に補償す
る制度です。

労災
事故 　　　業務災害保険制度 最低限の掛金で、労災リスクと企業責任の両方をカバーします。

休業
　　　休業対応応援共済 事業用建物が地震等により損害を受け、休業したために生じた損失を補償します。

　　　休業補償制度 会員とその配偶者、従業員が、病気・けがで働けない時の収入を補償します。

経営に役立つ
商工会員のための

各種共済をご紹介します！

団体割引等

団体割引等

団体割引等

団体割引等

団体割引等

団体割引等

団体割引等

★新 

この機会にご不安を解消しませんか。

　商工会員でしたら、どなたでも加入できます！ 
　気になる共済がありましたら、お気軽にお近くの商工会へお問い合わせください。
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